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◆
多
年
に
わ
た
り
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
の
住
民
福
祉
の
増
進
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
道
路
な
ど
の
維
持
管
理

に
尽
力
し
そ
の
保
全
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
改
善
更

生
に
尽
力
し
、
地
域
社
会
の
安
全
お
よ
び

住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
し

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
文
化
団
体
役
員
と
し
て

文
化
振
興
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

発
展
に
貢
献

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど

個
人
・
団
体
が
受
賞

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
者

が
決
ま
り
、
表
彰
式
が
11
月
5
日
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
自
治
功
労
の
ほ
か
教
育
文
化
功
労
な
ど
5
部
門
、
16
の
個
人
・
団
体
で
、

式
典
に
は
関
係
者
な
ど
約
90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
唐
橋
幸
市
郎
表
彰
選
考

委
員
会
会
長
が
選
考
結
果
を
報
告
、
市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
受
賞
者
を
代
表
し
小
椋
君
雄
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

小
椋

君
雄
さ
ん

（
山
都
町
川
入
）

小
林

八
郎
さ
ん

（
塗
物
町
）

眞
壁

純
一
さ
ん

（
西
四
ツ
谷
）

二
瓶 

利
博
さ
ん

（
西
四
ツ
谷
）

中
森  

昭
明
さ
ん

（
新
道
）

佐
藤 

久
雄
さ
ん

（
関
柴
町
下
柴
）

渡
部 

文
雄
さ
ん

（
塗
物
町
）

鈴
木 

藤
綱
さ
ん

（
塩
川
町
沖
）

武
田

和
子
さ
ん

（
山
都
町
広
野
）

教
育
文
化
功
労

教
育
文
化
功
労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

自
治
功
労

自
治
功
労

自
治
功
労
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◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

渡
邊 

衛
さ
ん（
東
京
都
）

◆
本
市
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
多
額
の

金
員
を
寄
付

◆
本
市
に
美
術
品
購
入
の
た
め
多
額
の
金

員
を
寄
付

会
津
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社

総
務
課
行
政
班

☎（
24
）５
２
０
４

◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
に
貢
献

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
付

宇
津
味 

守
温
さ
ん

（
新
仲
町
）

小
野
瀬  

正
さ
ん

（
幸
町
）

小
澤 

太
さ
ん

（
山
都
町
木
曽
）

関
口 

浩
二
さ
ん

（
山
都
町
宮
古
）

高
麗 

正
規
さ
ん

（
東
京
都
）

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

善

行

善

行

善

行

市
表
彰
は
、
市
政
の
進
展
、

文
化
お
よ
び
経
済
の
興
隆
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
、

そ
の
功
績
が
市
民
の
模
範
と
な

っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

市
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問問

小檜山 利伊さん
（岩月町下台）

　小檜山さんは、昭和36年に喜多
方市消防団に入団し、平成14年に
分団長で退団するまで41年間に亘り
地域の防火・防災に尽力されました。
　特に災害に負けない組織づくりを目
指し、後進の育成に力を注ぎました。

婦人・子供服仕立職
　　高橋 節子　さん
　40年以上にわたり洋裁業に従事し、
主に婦人服を手掛け、そのデザインや
着やすさは市内外の顧客から好評を得
ており、喜多方洋装デザイナー協会の
活動にも熱心に取り組むなど業界の発
展に寄与されました。

塗装工　
　　石川 伸也　さん
　40年にわたり塗装工として活躍し、
塗装一筋で磨かれたその技術は熟練
されたものであり、加えて今まで多く
の職人を育て上げるなど後継者育成に
貢献し、業界の発展に寄与されました。

  商工課 商工労政班☎（24）5233

秋の叙勲受章者
瑞宝単光章

平成26年度
喜多方市技能功労者表彰

問 問
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議 
会
や
市
政
の
し
く
み
を
学
習

平
成
26
年
度
喜
多
方
市
子
ど
も
議
会

平
成
２６
年
度「
喜
多
方
市
子
ど
も
議
会
」

が
１０
月
６
日
、
新
し
く
な
っ
た
本
庁
舎
議

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
社
会
科
学
習
の

一
つ
と
し
て
、
議
会
や
政
治
の
仕
組
み
を

体
験
学
習
し
、
市
の
施
策
や
郷
土
に
強
い

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
子
ど
も
議
会
に
は
市

内
全
小
・
中
学
校
か
ら
各
学
校
代
表
の
２４

人
が
出
席
し
、議
長
に
安
部
伽
音
さ
ん（
第

三
中
）、
副
議
長
に
佐
藤
聖
さ
ん（
駒
形
小
）

が
選
出
さ
れ
、代
表
１２
人
の
質
問
に
市
長
、

副
市
長
を
は
じ
め
各
部
長
が
答
弁
し
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
☎（
２４
）５
３
１
４

福
祉
や
ケ
ア
す
る
人
の
充
実
な
ど
、
高

齢
化
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
答
弁
）市
で
は
、
敬
老
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

で
の
活
動
、
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
な
ど

で
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
弁
当
の
宅
配
や
除

雪
支
援
、
さ
ら
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
の
お
世
話
や
健
康
管
理
を
通
し

て
生
活
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
な
か
よ
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
」
を

広
め
る
た
め
に
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）こ
れ
は
市
の
人
づ
く
り
の
指
針
で

あ
り
め
ざ
す
姿
で
す
。
市
の
広
報
誌
や
缶

バ
ッ
ジ
を
つ
く
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
児
童

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
指
針
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、「
先
人
か
ら

の
贈
り
も
の
」
と
い
う
副
読
本
を
つ
く
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

は
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
喜
多
方
市
全
体

に
広
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「なかよくたくま
しく生きる」のＰ
Ｒについて

高齢化問題に
ついて

2番議員
庄司名愛さん
（第二小）

1番議員
板橋香凜さん
（第一小）

副議長
佐藤　聖さん
（駒形小）

議　長
安部伽音さん
（第三中）

観
光
客
誘
致
の
た
め
に
も
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
い
ろ
い
ろ
体
験
で
き

る
商
店
街
を
作
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

（
答
弁
）お
店
の
外
観
を
蔵
の
町
並
み
と
調

和
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
煎
餅
の
手
焼

き
体
験
や
絵
付
け
体
験
な
ど
の
体
験
メ
ニ

ュ
ー
や
蔵
座
敷
、
酒
蔵
が
見
学
で
き
る
店

も
あ
り
ま
す
。
喜
多
方
な
ら
で
は
の
特
徴

と
地
域
資
源
を
生
か
し
て
魅
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
業
を
広
め
る
と
と
も
に
、
人
口
を
増

や
し
、
活
気
あ
る
町
に
す
る
計
画
や
対
策

は
あ
り
ま
す
か
。

（
答
弁
）喜
多
方
で
農
業
を
始
め
た
い
人

に
、
住
む
家
や
農
地
、
農
業
機
械
を
借
り

た
り
研
修
し
た
り
す
る
費
用
を
市
で
応
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
就
農
サ
ポ
ー
タ
ー
や

定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い
う
方
々
が
支

援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
の
機
関
と

連
携
し
た
り
す
る
こ
と
で
１４
名
の
方
が
喜

多
方
市
に
来
て
農
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

農業で人口を
増やす取組に
ついて

商店の活性化
について

6番議員
今野一伸さん
（関柴小）

3番議員
山崎晃弥さん
（松山小）

問問
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子どもとメディ
アとのつきあい
方について

市の食のＰＲ
について

マイマイガの
大量発生につ
いて

8番議員
齋藤隆汰さん
（豊川小）

13番議員
山口　凜さん
（塩川小）

18番議員
伊豆野達哉さん
（第一中）

メ
デ
ィ
ア
セ
レ
ク
ト
週
間
の
効
果
や
成

績
と
の
関
係
、
市
の
対
策
に
つ
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
答
弁
）メ
デ
ィ
ア
セ
レ
ク
ト
を
推
進
す
る

た
め
、
小
児
科
医
の
講
演
会
を
各
地
区
で

開
催
し
た
こ
と
で
、
積
極
的
な
メ
デ
ィ
ア

セ
レ
ク
ト
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
で
は
、
一
日
４
時
間
以
上
ゲ

ー
ム
を
す
る
子
は
、
し
な
い
子
の
半
分
し

か
点
数
が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん

が
正
し
く
情
報
機
器
を
活
用
で
き
る
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

広
島
の
よ
う
な
土
砂
災
害
が
起
き
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
で
す
か
。

（
答
弁
）直
ち
に
情
報
収
集
し
、
市
の
担
当

が
協
力
し
て
応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。
警

察
や
消
防
署
な
ど
と
も
連
携
し
ま
す
。
昨

年
７
月
の
集
中
豪
雨
で
は
、
速
や
か
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
を
発
令
し
、
避
難
を
誘
導
す
る
こ

と
で
人
的
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
塩
川
モ
ツ
、
山
都

そ
ば
を
全
て
味
わ
え
る
複
合
施
設
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
答
弁
）食
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
冬
ま
つ
り
」

で
は
、
ラ
ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
そ
ば
ま
つ

り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
鳥
も
つ
は
塩
川

地
元
伝
承
会
が
中
心
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
出
店
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

店
舗
が
各
地
域
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、

市
全
体
が
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
な
っ
て

い
ま
す
。

安
全
に
遊
ん
だ
り
お
年
寄
り
と
交
流
し

た
り
で
き
る
地
区
の
公
園
を
市
で
整
備
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

（
答
弁
）地
区
で
作
っ
た
公
園
は
、
地
元
行

政
区
の
皆
さ
ん
が
点
検
・
修
理
を
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
遊
具
を
設
置
す
る
経
費

を
一
部
補
助
し
て
い
ま
す
。
市
の
公
園
は
、

そ
の
都
度
修
理
業
者
に
依
頼
し
て
修
繕
し

て
い
ま
す
。
地
元
行
政
区
と
よ
く
相
談
し

な
が
ら
安
全
で
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自然災害に
ついて

地区公園の整
備について

11番議員
渡部　光さん
（加納小）

16番議員
正木玲奈さん
（山都小）

マ
イ
マ
イ
ガ
が
大
量
に
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
、
害
虫
対
策
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
。

（
答
弁
）行
政
区
や
お
店
の
人
、
市
民
一
人

一
人
の
協
力
を
得
て
、
市
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
、
卵

の
駆
除
で
す
。
ま
た
、
ケ
ム
シ
が
小
さ
い

春
の
う
ち
に
薬
を
か
け
て
殺
す
方
法
が
有

効
で
す
の
で
、
行
政
区
へ
の
薬
の
提
供
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

雪
冷
房
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
計

画
、
雪
冷
房
を
つ
く
る
費
用
と
つ
く
る
た

め
の
時
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）市
で
は
、
農
産
物
を
低
温
で
貯
蔵

す
る
「
雪
室
」
を
山
都
町
と
高
郷
町
に
持

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
雪
冷
房
だ
け
で
な

く
、
太
陽
光
発
電
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
県
が
建
設
し
た
５
７
３
ト

ン
の
雪
を
貯
め
る
雪
冷
房
設
備
で
は
、
費

用
が
８
千
３
百
万
円
、
工
事
期
間
が
約
半

年
程
度
か
か
っ
て
い
ま
す
。

雪冷房に
ついて

19番議員
樋口　博さん
（第二中）

少
子
化
を
防
ぐ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

（
答
弁
）産
業
を
盛
ん
に
し
て
企
業
を
呼
び

働
く
場
所
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

支
援
と
し
て
、
小
さ
い
子
の
健
康
診
断
や

１８
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
保
育
施
設

の
充
実
保
育
料
の
助
成
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
み
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
が
で
き
る
環

境
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
方
法
に
つ
い
て
、
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

（
答
弁
）市
で
は
雇
用
対
策
の
充
実
、
就
業

機
会
の
創
出
、
観
光
交
流
の
充
実
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
の
整
備

や
子
育
て
支
援
、
子
ど
も
、
女
性
、
若
者

を
大
切
に
す
る
事
業
の
強
化
、
地
域
医
療

の
充
実
や
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
喜
多
方
に
生
ま
れ
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

少子化に
ついて

21番議員
大竹　諒さん
（塩川中）

地域の活性化
について

23番議員
増子雄哉さん
（高郷中）
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第
6
回

問 問

硬
筆

１
・
２
年
生
の
部

毛
筆

３･

４
年
生
の
部

毛
筆

５
・
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞
吉
田

響（
第
二
小
１
年
）

最
優
秀
賞
大
塚

桃
佳（
上
三
宮
小
４
年
）

最
優
秀
賞
小
田
切

咲
彩（
第
一
小
５
年
）

優
秀
賞  

相
良

春
花（
第
二
小
２
年
）

優
秀
賞  

齋
藤

心（
第
一
小
４
年
）

優
秀
賞  

小
荒
井

萌（
第
一
小
５
年
）

優
秀
賞  
酒
井

大
輝（
上
三
宮
小
２
年
）

優
秀
賞  

高
橋

昂
央（
塩
川
小
３
年
）

優
秀
賞  

山
田

夏
音（
塩
川
小
６
年
）

優
秀
賞  

猪
越

望
菜（
豊
川
小
２
年
）

優
秀
賞  

齋
藤

水
月
花（
山
都
小
４
年
）

優
秀
賞  

大
竹

至
誠（
高
郷
小
５
年
）
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み
な
さ
ん
は
、
佐
々
木
禎
子
さ
ん
と
い
う
少
女
を
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
彼
女
は
、
広
島
の
平
和
記
念
公
園
に
あ
る

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
少
女
だ
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
。
こ
の
日
広
島
に
、
世
界
初
の
原

子
爆
弾
が
お
と
さ
れ
た
。
当
時
の
広
島
は
人
口
約
42
万
人
。

そ
の
う
ち
の
半
数
が
、
原
爆
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
お
り
、

死
者
・
行
方
不
明
者
は
12
万
人
以
上
に
も
の
ぼ
る
。
私
は
、

投
爆
直
後
の
広
島
の
様
子
を
写
真
で
見
た
が
、そ
の
酷
さ
は
、

私
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
こ
ん
な
に
残
酷
な
こ

と
が
、本
当
に
こ
の
日
本
で
起
き
た
こ
と
な
の
だ
と
思
う
と
、

私
は
と
て
も
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
原
爆
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な

に
も
た
く
さ
ん
の
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
地
獄
の
よ
う
な
広
島
を
、
奇
跡
的
に
生
き

の
び
た
少
女
が
い
た
。
そ
の
少
女
こ
そ
、
サ
ダ
コ
さ
ん
で
あ

る
。
サ
ダ
コ
さ
ん
は
、
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
に
生
ま
れ
、

わ
ず
か
二
才
の
と
き
に
被
爆
し
た
が
、
奇
跡
的
に
無
事
だ
っ

た
の
だ
。
し
か
し
そ
の
10
年
後
、
サ
ダ
コ
さ
ん
は
白
血
病
に

よ
り
、
12
才
で
亡
く
な
っ
た
。「
原
爆
の
子
の
像
」
は
、
サ

ダ
コ
さ
ん
の
死
後
、
同
級
生
た
ち
の
募
金
に
よ
っ
て
た
て
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

サ
ダ
コ
さ
ん
は
、
白
血
病
に
な
っ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で

の
間
、
病
院
で
ツ
ル
を
折
り
続
け
て
い
た
。
折
り
ヅ
ル
は
千

羽
に
な
っ
た
と
き
、
願
い
が
叶
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
サ
ダ

コ
さ
ん
は
、
一
体
ど
ん
な
気
持
ち
で
ツ
ル
を
折
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。12
才
で
死
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

ど
ん
な
に
怖
か
っ
た
だ
ろ
う
な
、
と
私
は
思
っ
た
。

今
年
で
終
戦
か
ら
69
年
。
私
達
は
今
、
平
和
な
日
本
に

生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
は
、
戦
争
が
あ
っ
た
時

代
を
知
ら
な
い
の
で
、
今
の
便
利
で
平
和
な
日
本
を
あ
た
り

最
優
秀
賞

「
平
和
の
た
め
に
」

山
都
中
１
年  

大
塚

菜
生

　　　    第６回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクール

作

文

の

部

ま
え
の
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
今
も
な
お
必

死
に
平
和
を
訴
え
続
け
て
い
る
人
た
ち
の
思
い
を
、
あ
ま
り

実
感
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。
私
は
、
そ
れ
で
は
い
け

な
い
と
思
う
。
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
命
は
た
く
さ
ん
あ

る
け
れ
ど
、
戦
争
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
は
、
悲
し
み
や

憎
し
み
だ
け
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
一
人
一
人
が
き
ち
ん

と
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

最
近
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
理
由
で
人
を
殺
し
た
り
、
自

分
の
子
供
に
虐
待
を
す
る
親
も
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
な

の
に
、
日
本
は
本
当
に
平
和
だ
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
当
に
平
和
な
世
の
中
を
つ
く
る
に
は
、
ま
ず
声
を
上
げ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
私
は
思
う
。
一
人
の
声
は
小
さ
い
け

れ
ど
、
10
人
で
声
を
上
げ
れ
ば
10
倍
、
１
０
０
人
な
ら
ば
１

０
０
倍
の
声
に
な
る
。
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切
さ
を
、
た

く
さ
ん
の
人
が
訴
え
て
い
け
ば
、
き
っ
と
犯
罪
が
減
り
、
平

和
な
世
の
中
に
し
て
い
け
る
は
ず
だ
。
平
和
へ
の
祈
り
が
つ

ま
っ
た
、
サ
ダ
コ
さ
ん
の
折
ヅ
ル
の
よ
う
に
、
私
も
、
私
の

声
を
ま
わ
り
に
届
け
て
、
核
兵
器
の
無
い
世
界
や
、
命
の
尊

さ
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

あ
の
日
、
あ
る
子
供
は
外
で
遊
び
、
あ
る
大
人
は
仕
事
を

す
る
、
そ
ん
な
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
、
な
に
げ
な
い
一
日

を
過
ご
す
は
ず
で
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前
８
時
15
分
。
広
島
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
黒
い
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
広
島
は
、

な
に
も
か
も
吹
き
と
ば
す
爆
風
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
な
め
つ

く
す
炎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

な
ぜ
人
間
は
核
兵
器
と
い
う
も
の
を
つ
く
り
だ
し
て
し
ま

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
核
兵
器
は
一
瞬
に
し
て
何
十
万
も
の

命
を
奪
い
、
ま
ち
を
破
壊
し
、
何
十
年
の
間
も
人
々
を
苦
し

優
秀
賞

「
平
和
へ
の
祈
り
」

会
北
中
２
年  

菅
井

日
菜
乃

め
続
け
る
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
日
本
に
原
子
爆

弾
を
落
と
し
て
、
そ
の
怖
さ
を
知
っ
た
今
、
核
兵
器
と
い
う

恐
ろ
し
い
も
の
は
、
こ
の
世
界
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
核
兵

器
な
ど
を
使
わ
な
く
て
も
、
や
め
ら
れ
る
争
い
は
た
く
さ
ん

あ
る
は
ず
で
す
。
す
ぐ
に
武
器
や
核
兵
器
に
た
よ
る
の
で
は

な
く
、
自
分
た
ち
の
主
張
は
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
伝
え
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
戦
争
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦

で
の
、
15
年
に
も
わ
た
る
苦
し
い
戦
争
の
中
、
人
々
は
何
を

思
っ
て
生
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
私
だ
っ
た
ら
、

生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
く
、
苦
し
く
て
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、

勝
手
に
や
り
た
く
な
い
戦
争
を
さ
れ
て
、
家
を
奪
わ
れ
、
家

族
を
奪
わ
れ
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
だ
け
に
必
死
に
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
人
間
に
は
自
由

に
生
き
て
幸
せ
に
な
る
権
利
が
あ
り
、
世
界
中
の
誰
も
が
大

切
で
尊
い
存
在
で
す
。
私
は
、
そ
ん
な
一
つ
一
つ
大
切
な
命

を
、む
や
み
に
奪
う
戦
争
を
し
な
い
た
め
に
は
「
話
し
合
い
」

を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
同
士
、

ま
た
は
国
の
中
で
も
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
意
見
が
あ
っ
て
解
決
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
い
ち
い
ち
戦
争
を
起
こ
す
の
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
の
意
見
も
合
わ
な
い
な
ら
、
お
互
い
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
新
し
い
意
見
を
考
え
る
事
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の

意
見
を
も
と
に
話
し
合
え
ば
、
争
わ
な
く
て
も
解
決
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
問
題
は
争
っ
て
解
決
す
る
の
で
は.

な
く
、
お

互
い
が
話
し
合
い
、
お
互
い
が
納
得
し
た
う
え
で
、
解
決
し

た
と
い
え
る
の
で
す
。

沖
縄
に
あ
る
平
和
資
料
館
に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
詩
の
一

部
に
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
戦
争
を
起
こ
す
の
は
、
た
し
か
に
人
間
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
上
に
戦
争
を
許
さ
な
い
努
力
が
で
き
る
の
も
、
私
た

ち
人
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
私
た
ち
は
、
戦
争
で
犠

牲
に
な
っ
た
人
々
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、
痛
み
、
怒
り
を
、



広報きたかた　2014.12 ◯8

決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。そ
の
人
々
の
思
い
を
胸
に
、

戦
争
と
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
、
世
界
に
伝
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
世
界
か

ら
核
兵
器
を
な
く
せ
る
よ
う
に
、
心
か
ら
祈
り
、
お
互
い
に

信
頼
し
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
平
和
へ
の
道
を
み
ん
な
で

歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
人
々
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
を
、
夢
と

希
望
に
み
ち
た
未
来
を
、
そ
し
て
、
生
き
る
自
由
を
と
り
も

ど
し
て
い
く
た
め
に
。

「
集
団
的
自
衛
権
」
テ
レ
ビ
で
度
々
耳
に
し
ま
す
。
正
直
、

私
は
あ
ま
り
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
は
見
な
い
の
で
す
が
、
日
本

に
と
っ
て
と
て
も
重
大
な
問
題
だ
と
い
う
事
を
知
り
、
自
分

な
り
に
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

新
聞
な
ど
を
読
ん
で
い
て
も
、
難
し
い
言
葉
が
並
ん
で
い

て
、
最
初
は
全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
少
し

ず
つ
解
釈
し
て
い
く
う
ち
に
、
私
た
ち
国
民
の
未
来
に
大
き

く
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
不
安
が

募
り
ま
し
た
。

戦
後
の
日
本
は
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
平
和
国
家
と
し
て

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
非
核
三
原
則
を
守
り
、「
二
度
と
戦
争

は
し
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
に
よ
り
、
国
民
の
平
和
な
生

活
も
守
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
今
ま
た
、
戦

争
に
近
づ
く
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
の
時
代
は
、
世
界
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
日
本
も

平
穏
な
生
活
が
保
障
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
武
器
を
使
う
と
い
う
事
は
や
は
り
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
が
少
し
で
も
、戦
う
意
思
を
示
せ
ば
、

更
に
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
い
、
戦
い
が
拡
大
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
武
力
に
対
し
て

武
力
で
対
抗
す
る
と
い
う
の
は
と
て
も
怖
い
事
で
す
。

私
は
自
分
の
日
常
生
活
に
例
え
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
仲

の
良
い
友
人
が
別
の
相
手
と
口
論
に
な
り
、
次
第
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
、
武
器
を
持
っ
て
争
い
を
始
め
ま
し
た
。
私
は

仲
良
し
の
友
人
を
応
援
す
る
た
め
に
、
武
器
を
持
っ
て
一
緒

に
戦
い
ま
し
た
。

こ
の
対
応
は
や
は
り
間
違
い
で
す
。
私
は
、
仲
良
し
の
友

人
だ
か
ら
こ
そ
、
冷
静
に
落
ち
着
か
せ
、
話
し
合
わ
せ
る
方

法
を
選
び
ま
す
。
必
要
最
小
限
の
戦
い
よ
り
も
、
必
要
最
大

限
の
話
し
合
い
を
し
て
解
決
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
決
し
て
戦
争
を
す
る
為
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
誰
も
が
、
平
和
な
暮
ら
し
を
望
ん

で
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
地
球
の
本
来
の
姿
を
守
り
な

が
ら
、
豊
か
な
未
来
に
命
を
つ
な
い
で
い
く
事
が
私
た
ち
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。

世
界
中
で
は
、
今
も
戦
争
や
紛
争
が
行
っ
て
い
ま
す
。
日

本
は
唯
一
核
兵
器
を
落
と
さ
れ
た
国
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
戦

争
は
絶
対
に
反
対
」
と
い
う
強
い
意
志
を
示
し
、
世
界
中
か

ら
戦
争
が
な
く
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

人
を
殺
せ
ば
、
当
た
り
前
で
す
が
殺
人
罪
の
罪
に
な
り
ま

す
。
戦
争
で
は
な
ぜ
人
を
殺
し
て
も
罪
に
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
人
の
命
を
奪
う
行
為
が
許
さ
れ
る
な
ん
て
、
と
て

も
怖
い
事
で
す
。
世
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
ど
ん
な
に
変
わ

っ
て
も
、
一
人
一
人
の
命
の
重
さ
は
決
し
て
変
わ
ら
な
い
の

で
す
。

国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
て
戦
っ
た
兵
士
や
、
武
力
攻
撃
に

よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
人
々
な
ど
、
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た

全
て
の
人
々
の
為
に
も
、
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
の
一
人
一
人
が
世
界

の
環
境
に
目
を
向
け
、
本
当
の
意
味
で
の
「
平
和
」
と
は
何

か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

「
平
和
へ
の
願
い
」

塩
川
中
１
年  

関
本

愛
花

２
０
１
４
三
ノ
倉
高
原
ひ
ま
わ
り

ポ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
３
７
８
点
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
１
６
３
点
の
作
品
が
市
内
外
か
ら

寄
せ
ら
れ
、
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
１０
月
３１
日
、
熱
塩
加
納
総
合
支
所
大
会

議
室
で
行
わ
れ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
の

猪
俣
倫
子
さ
ん
ら
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

高
学
年
の
部
▽
最
優
秀
賞

＝
猪
俣
倫
子（
上
三
宮
小
６
年
）▽
優
秀
賞
＝
遠
藤
美

咲（
加
納
小
５
年
）、
関
本
悠
太
郎（
堂
島
小
５
年
）低

学
年
の
部
▽
最
優
秀
賞
＝
石
井
瀬
里（
塩
川
小
３
年
）

▽
優
秀
賞
＝
鶴
巻
日
和（
第
二
小
３
年
）、
瓜
生
琉
華

（
熱
塩
小
３
年
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
▽
最

優
秀
賞
＝
斎
藤
竹
男（
福
島

市
）▽
優
秀
賞
＝
長
谷
部
進

（
福
島
市
）、
安
斎
奈
津
美

（
福
島
市
）▽
入
選
＝
矢
部

美
保（
須
賀
川
市
）、
佐
山

勝
信（
会
津
若
松
市
）、
近

藤
仁（
喜
多
方
市
）、
菅
野

美
緒（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、

冨
士
川
忠
志（
福
島
市
）

熱
塩
加
納
総
合
支
所
産

業
課

☎（
３６
）２
１
１
５

第６回「非核平和のまち宣言」記念作文・習字コンクール　　　　　  

問問
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喜
多
方
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
阿

部
裕
会
長
）は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
自
主
納
税
の
輪
を
地
域
や
職

場
に
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
納
税
標
語
を
募

集
し
、
４
０
６
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

入
選
作
品
１４
点
を
選
び
ま
し
た
。

１１
月
１１
日
に
は
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜

多
方
店
２
階
特
設
会
場
に
お
い
て
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、
阿
部
会
長
よ
り
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

一
般
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

納
税
で 

笑
顔
広
が
る 

街
作
ろ
う

納
税
で 

支
え
る
暮
ら
し 

笑
顔
の
喜
多
方

ぜ
い
き
ん
で  

ゆ
た
か
な  

ふ
く
し
社
会

き
ち
ん
と
納
税 

高
齢
社
会  

支
え
よ
う

心
が
け
て
ね 

み
ん
な
で
な
く
す

む
だ
づ
か
い

考
え
よ
う  

み
ん
な
の
お
金
の

つ
か
い
み
ち

納
税
で 

創
る
未
来
と  
地
域
の
輪

し
ょ
う
ひ
ぜ
い  

ぼ
く
も
り
っ
ぱ
な

の
う
ぜ
い
者

消
費
税 

豊
か
な
将
来 

切
り
開
く

税
お
さ
め 

ゆ
た
か
な
国
へ 

第
一
歩

納
税
で
広
が
る
ぼ
く
ら
の
明
る
い
未
来

税
金
を  

納
め
て
つ
か
む  

明
る
い
未
来

税
金
を  

納
め
て
創
ろ
う  

明
る
い
未
来

納
税
と
み
ん
な
で
支
え
る
長
寿
国

【
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
最
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
良
賞
】

【
佳
作
】

【
優
良
賞
】

【
佳
作
】

五
十
嵐

嘉
代
子（
塗
物
町
）

佐
藤

恵
吾（
喜
一
中
１
年
）

皆
川

仁（
喜
一
小
３
年
）

都
倉

拓
夢（
慶
徳
小
６
年
）

薄

奈
々
実（
喜
一
小
３
年
）

永
井

翔
吾（
喜
三
小
５
年
）

小
荒
井

輝（
喜
二
中
３
年
）

折
笠

七
星（
山
都
小
３
年
）

金
子

里
莉
華（
塩
川
小
６
年
）

山
本

実
穂（
喜
一
小
４
年
）

田
中

由
季
乃（
駒
形
小
４
年
）

伊
藤

慧
南（
山
都
中
３
年
）

正
木

智
也（
山
都
中
３
年
）

関
本

帆
花（
喜
二
中
３
年
）

問
税
務
課
税
制
収
納
班

☎（
２４
）５
２
１
９

第
６９
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

で
第
２
位
入
賞
し
た
渡
部
佳
朗
さ
ん

（
喜
多
方
桐
桜
高
３
年
）、
第
３２
回
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会

で
第
２
位
入
賞
し
た
田
中
啓
介
さ
ん

（
第
二
中
３
年
）が
、
そ
れ
ぞ
れ
喜
多

方
市
役
所
を
訪
れ
、
山
口
市
長
に
入

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

渡
部
さ
ん
、
田
中
さ
ん
と
も
に
こ

の
ほ
か
各
種
大
会
で
好
成
績
を
収
め

て
お
り
ま
す
。
お
二
人
の
今
後
さ
ら

な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

全
国
大
会
入
賞
報
告

問問

問 問

渡部佳朗さん
第69回国民体育大会
(長崎国体)陸上競技
少年男子A400M
障害第2位(51秒35)

田中啓介さん
第32回全日本ジュニア
新体操選手権大会

男子個人
総合第2位

平
成
26
年
度

納
税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

納
税
標
語
コ
ン

４
０
６
点
の
中
か
ら
入
選
作
品
14
点
が
決
ま
り
ま
し
た
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平成26年度各会計の執行状況 (９月末現在)　　　 単位：万円

会　　計　　区　　分 予算額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

一　　般　　会　　計 276億21
122億9,634 44.6％
87億2,744 31.6％

特

別

会

計

国民健康保険事業特別会計 65億2,888
20億8,892 32.0％
24億1,724 37.0％

後期高齢者医療事業特別会計 5億2,956
1億5,155 28.6％
1億4,995 28.3％

介護保険事業特別会計 49億1,434
21億1,689 43.1％
19億4,682 39.6％

公有林整備事業特別会計 433
14 3.2％
19 4.3％

喜多方西部土地区画整理事業特別会計 4,463
1 0.0％

2,244 50.3％

塩川駅西土地区画整理事業特別会計 8,865
37 0.4％

4,349 49.1％

農業集落排水事業特別会計 2億615
1,225 5.9％
8,538 41.4％

下水道事業特別会計 15億2,957
1億125 6.6％
5億7,776 37.8％

駒形財産区特別会計 891
1 0.1％
5 0.5％

一ノ木財産区特別会計 4,107
0 0.0％
5 0.1％

早稲谷財産区特別会計 2,025
0 0.0％
5 0.2%

市
で
は
、
年
２
回
、
財
政
状
況
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
２６
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
予
算
の
執
行
状
況（
平
成
２６
年
９

月
３０
日
現
在
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。平

成
２６
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と

支
出
の
状
況（
繰
越
金
を
含
む
）は
、
９
月

末
現
在
で
予
算
総
額
２
７
６
億
２０
万
８
千

円
に
対
し
、
収
入
率
が
４４
・
６
％（
収
入

１
２
２
億
９
６
３
４
万
３
千
円
）、
執
行

率
が
３１
・
６
％（
支
出
８７
億
２
７
４
４
万

２
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

財
政
課
財
政
班
☎（
２４
）５
２
１
３

《
財
政
状
況
公
表
に
係
る
用
語
の
意
味
》

一
般
会
計

一
般
会
計
は
、
主
に
福
祉
・
教
育
・
土
木
・

衛
生
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
が
基
本
的
な
施

策
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。
施
策
を
行
う

た
め
の
収
入
に
は
、
市
町
村
税
・
地
方
交
付

税
・
国
庫
支
出
金
等
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特

定
の
施
策
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

会
計
で
す
。
一
般
会
計
が
市
町
村
税
等
を
収

入
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
介
護
保
険
料

や
国
民
健
康
保
険
料
、
下
水
道
使
用
料
等
を

収
入
と
し
て
い
ま
す
。

会
計
は
単
一
で
経
理
を
す
る
の
が
理
想
的

で
す
が
、
行
政
活
動
は
広
範
で
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
特
定
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
特
別

会
計
を
設
置
す
る
こ
と
で
施
策
や
資
金
運
用

の
状
況
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

繰
越
金

会
計
年
度
が
終
了
し
、
次
の
年
度
へ
持
ち

越
し
た
金
額
で
す
。
当
該
年
度
内
に
支
出
が

終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
、
例
外
的
に
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

市

債
建
設
事
業
等
の
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に

行
う
長
期
の
借
金
で
す
。
市
役
所
庁
舎
の
建

て
替
え
や
学
校
の
耐
震
化
、
道
路
や
上･

下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
政
府
資
金
や
金

融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
施
設
は
、

何
十
年
も
使
う
も
の
で
、
今
、
税
金
を
納
め

て
い
る
世
代
の
人
だ
け
で
な
く
、
広
い
世
代

に
分
け
て
、
少
し
ず
つ
負
担
し
て
い
く
こ
と

が
公
平
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
長
期

に
わ
た
り
返
済
し
ま
す
。

問問

９
月
末
現
在
の
一
般
会
計
収
入
率
は
44
・
６
％
、
執
行
率
は
31
・
６
％

喜
多
方
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

事業特別会計下水道
億7,643万円 87億

水道事業会計
 34億6,491万円

農業集落排水事業
特別会計
 14億897万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
3億3,630万円

喜多方方西部土地
区画画整理事業
特特別会計
 4,280万円

一般会計
234億億2,357万円

市債（市の借り入れの状況）
市債総額：374億5,298万円
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水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
日
常
安
定
的

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
、
施
設

の
維
持
管
理
お
よ
び
建
設
・
改
良
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
、
経
費
の
節
減
と
効
率
的

な
業
務
運
営
に
よ
り
、
一
層
の
経
営
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

平成２６年度  経理状況（９月末現在）
市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、
水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
２６
年
度
水
道
事

業
会
計
の
９
月
末
現
在
の
経
理
状
況
な
ど

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
２６
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
経

理
状
況
は
、
９
月
末
現
在
で
収
益
勘
定
に

お
い
て
調
定
率
が
４５
・
８
％（
調
定
額
５

水
道
事
業（
公
営
企
業
）の

業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

億
４
９
６
８
万
円
）、
執
行
率
２１
・
３
％（
執

行
額
２
億
４
２
７
１
万
円
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
は
、
法
律
で
独
立
採

算
制
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
維
持
管
理
費
、
修
繕
費
な
ど
の
経
費

は
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
水
道
料
金
に

よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
事
業
中
間
報
告

◆
配
水
管
の
建
設
、改
良
工
事
「
完
了
分
」

①
熊
倉
町
萩
平
地
内
の
配
水
管
布
設
工

事
、
消
火
栓
設
置
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

②
下
町
南
部
地
内
、
豊
川
町
荒
分
地
内
、

岩
月
町
大
沢
地
内
、
塩
川
町
江
添
地
内
に

お
い
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
配
水
管
の
布

設
替
え
を
し
ま
し
た
。

③
関
柴
町
上
高
額
地
内
、
熱
塩
加
納
地
内

に
お
い
て
、
公
共
下
水
道
工
事
に
伴
い
支

障
と
な
っ
た
配
水
管
を
布
設
替
え
し
ま
し

た
。水

道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
６
１

工
務
係
☎（
２２
）１
５
５
６

上水道をご利用の皆様へ
　冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）
料金となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年2
月までで、積雪量により延長する地域もあります。12月
からは認定（推定）料金でいただきますが、実際に使用さ
れた分との差額は、3月以降の検針結果に基づき精算しま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
　3月中旬からは、メーター付近の除雪にご協力ください。
なお、冬期間の検針を希望される方は水道課までお申し
出ください。この場合、検針日間近になりましたら除雪
などを行っていただくことになります。

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう
　冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損など
が起こりやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の
電源を確認してください。また、水道管凍結などの原因
による漏水が発生しやすいので、漏水の早期発見のため
にも、次の手順で確認してください。
①使用している蛇口を全部閉めます。
②メーターボックスの蓋を開けて水道メーターを確認し
　ます。
③水道メーターの回転指標（直径8mm位の銀色のもの）が
　回り続ける場合は、漏水が考えられます。
※入院などで長期間留守にする時は、凍結破損による漏
　水が原因で多額の水道料金となる場合がありますので、
　必ず水道中止の手続きをして下さい。水道中止の手続
　きの連絡は問 にお願いします。

収

入

区　　分 予算額 調定額 調定率
営 業 収 益 10億6,625 5億2,927 49.6％ 
営 業 外 収 益 5,192 2,041 39.3％ 
特 別 利 益 8,169 0 0.0％ 

計 11億9,986 5億4,968 45.8％ 

支

出

区　　分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 10億2,490 1億9,431 19.0％ 
営 業 外 費 用 1億358 3,981 38.4％ 
特 別 損 失 950 859 90.4％ 
予 備 費 300 0 0.0％ 

計 11億4,098 2億4,271 21.3％ 
◆資本的収入および支出（資本勘定）　　　　　      単位：万円

収

入

区　分 予算額 調定額 調定率
出 資 金 1億711 4,982 46.5％ 
負 担 金 6,894 386 5.6％ 
繰 入 金 0 0 -

計 1億7,605 5,368 30.5％ 

支

出

区　分 予算額 執行額 執行率
拡 張 工 事 費 1億5,000 2,912 19.4％ 
建 設 改 良 費 6億411 4,775 7.9％ 
企業債償還金 3億8,959 1億9,034 48.9％ 
予 備 費 300 0 0.0％ 

計 11億4,670 2億6,721 23.3％ 

◆収益的収入および支出（収益勘定） 単位：万円

問問

問 問
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今
年
度
講
師
派
遣
事
業
を
利
用
し
た
公

民
館
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
上
三
宮
公
民
館（
蓮
沼
門
三
氏
）

○
実
施
日
…
４
月
１８
日

わ
い
わ
い
塾
を
開
催
し
、
講
師
に
修
養

団
愛
汗
喜
多
方
会
員
の
小
椋
武
さ
ん
を
招

き
、
わ
い
わ
い
塾
の
塾
生
を
対
象
に
、
喜

多
方
市
の
偉
人
に
つ
い
て
「
蓮
沼
門
三
人

と
思
想
」
と
題
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
を

お
り
ま
ぜ
な
が
ら
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

喜
多
方
を
代
表
す
る
偉
人
な
の
で
、
学

ん
だ
偉
業
な
ど
を
、
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

◆
熱
塩
加
納
公
民
館（
藤
樹
学
）

○
実
施
日
…
５
月
１５
日

高
齢
者
学
級

寿
ス
ク
ー
ル
開
講
式
を

開
催
し
、
講
師
に
藤
の
樹
会
事
務
局
長
の

沢
井
清
英
さ
ん
を
招
き
、
高
齢
者
学
級
の

寿
ス
ク
ー
ル
生
を
対
象
に
、「
藤
樹
学
の

教
え
と
は
」
と
題
し
て
、
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。藤
樹
学
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
り
、

心
の
学
問
と
し
て
広
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
、

本
市
で
推
奨
し
て
い
る
「
喜
多
方
市
人
づ

く
り
の
指
針
」
と
関
連
付
け
な
が
ら
学
習

し
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

業
績
・
思
想
を
理
解
し
、
日
々
の
生
活

の
目
指
す
姿
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆
姥
堂
地
区
公
民
館（
蓮
沼
門
三
氏
）

○
実
施
日
…
６
月
２３
日

姥
堂
あ
や
め
大
学
・
む
つ
み
学
級
〜

合
同
講
話
会
〜
を
、「
蓮
沼
門
三
」
生
誕

の
地（
山
都
町
）で
開
催
し
、
講
師
に
修
養

団
山
都
愛
汗
の
会
会
長
の
佐
藤
喜
久
司
さ

ん
を
招
き
、
蓮
沼
門
三
の
功
績
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

蓮
沼
門
三
の
生
誕
か
ら
少
年
時
代
、
青

年
時
代
の
苦
労
話
な
ど
、「
愛
な
き
人
生

は
暗
黒
な
り

汗
な
き
社
会
は
堕
落
な

り
」の
愛
汗
精
神
を
学
び
感
銘
し
ま
し
た
。

◆
講
師
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
喜
多
方
市

生
ま
れ
の
「
瓜
生
岩
子
刀
自
」、「
蓮
沼
門

三
氏
」
な
ど
の
先
人
や
、「
藤
樹
学
」
の

教
え
を
も
と
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

偉
人
の
業
績
や
「
人
づ
く
り
の
指
針
」

の
内
容
を
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
講

師
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
の
で
、
み
な
さ

ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体
で
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

「
人
づ
く
り
の
指
針
」

講
師
派
遣
事
業
の
取
り
組
み
紹
介

問問
申申

上三宮公民館「わいわい塾」の様子

熱塩加納公民館
「高齢者学級　寿スクール」の様子

姥堂地区公民館
「姥堂あやめ大学・むつみ学級
～合同講話会～」の様子
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市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
あ
い

さ
つ
を
通
し
た
交
流
に
よ
り
地
域
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
「
市
民
総
ぐ

る
み
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
９
月
２４
日
か
ら
１０
月
２４
日
の
実

施
期
間
内
に
、
各
地
区
会
議
や
青
少
年
健

全
育
成
関
係
団
体
を
中
心
に
市
内
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
前
に
お
い

て
、
あ
い
さ
つ
を
啓
発
す
る
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

こ
の
度
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
、

ま
た
、
関
係
者
の
皆
様
に
応
援
を
頂
き

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
試
合
で
は
、

初
戦
で
優
勝
候
補
の
福
島
市
に
勝
利
し
、

勢
い
に
乗
り
３
回
戦
ま
で
進
出
し
今
回

優
勝
の
い
わ
き
市
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

あ
と
一
本
が
出
ず
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
回
大
会
に
つ
な
が
る
結
果

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
選
手
全
員
の

底
力
と
明
る
さ
に
感
謝
致
し
ま
す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
監
督

児
島

市
民
総
ぐ
る
み
あ
い
さ
つ
運
動

１１
月
１６
日（
日
）に
行
わ
れ
た
第
２６
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

で
、
本
市
チ
ー
ム
は
参
加
５３
チ
ー
ム
中
総

合
第
９
位（
５
時
間
16
分
10
秒
）と
健
闘
し

ま
し
た
。

選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
し
た
。

大
会
の
詳
細
な
結
果
な
ど
は
平
成
２７
年

１
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

１０
月
１８
日（
土
）よ
り
行
わ
れ
た
大
会
で

は
、
本
市
チ
ー
ム
は
三
回
戦
で
い
わ
き
市

と
対
戦
し
、
０
対
１
で
敗
れ
た
も
の
の
ベ

ス
ト
１６
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

１
回
戦（
福
島
市
）、
２
回
戦（
檜
枝
岐

村
）で
勝
利
し
勢
い
を
つ
け
ま
し
た
が
、

今
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
い
わ
き
市

と
の
息
詰
ま
る
投
手
戦
の
末
、
今
一
歩
お

よ
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
試
合
結
果

○
１
回
戦

福
島
市

３
対
２

○
２
回
戦

檜
枝
岐
村

１７
対
２

○
３
回
戦

い
わ
き
市

０
対
１

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

第
26
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）喜
多
方
市

チ
ー
ム
結
果
報
告

第
１
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
喜
多
方
市
チ
ー
ム
結
果

報
告
お
よ
び
応
援
の
御
礼

問問

問問

あいさつ運動の様子

1回戦で逆転打を放つ大竹敏登選手

標語コンクール入賞者　表彰
　喜多方第二地区会議では青少年健全育成推進のため、小
中学生を対象とした標語コンクールを実施し、多数の応募
の中から審査を行い、次の入賞作品が決定されました。
　標語は広く皆様に親しんでもらうため、大賞作品を看板
にして、第一小学校、第二中学校の校門前に掲示します。
○喜多方第二地区会議　　テーマ「あいさつ運動」
　※優秀賞・入選は氏名のみ掲載。
［第一小学校］(敬称略）
【大　賞】田中 涼介(6年）

「あいさつは　ともだち作る　第一歩」
【優秀賞】小林 微夏、五十嵐 輝人
【入　選】宮内 詠吉、永井 悠斗、佐藤 悠未、板橋 香凜
　　　　  村澤 琳
［第二中学校］(敬称略）
【大　賞】夏井 麻衣(2年）

「小さな勇気であいさつすれば　
大きな笑顔の　花が咲く」

【優秀賞】真壁 拓海、三原 菜々
【入　選】林 亜樹弥、芥川 穂那実、髙島 しおり、
　　　　  穴澤 令望、庄司 瑠夏
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一
段
と
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、
肌

で
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
そ
の
他
の
病
気
に
も
か
か
り
や
す
い
時

期
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
入
れ
ず
、
発
症
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
方
法
な
ど
、
今
シ
ー
ズ
ン
も

改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法
は
？

予
防
方
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
受
け

れ
ば
絶
対
に
感
染
し
な
い
も
の
で
は
な

く
、
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
を
期
待
し
て
い

る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
、
中
学
生
以
下
の
子

供
お
よ
び
妊
婦
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方

へ
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
喜
多

方
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
報
き
た

か
た
１１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大人の「風しん抗体検査」も助成しています。
先天性風しん症候群の予防のため、風しん抗体検査と検査結果で抗体価が推奨基準にある場

合の予防接種について各々自己負担額1,000円を差し引いた額を公費助成します。
★対象者　市内に住民票があり、妊娠を予定または希望している女性とその夫、妊婦の夫（いず
　　　　れもパートナー可）

※予防接種の助成対象になる抗体価基準　HI法で抗体価が32倍未満またはEIA法でEIA価8.0未満
または国際単位301U/ml未満の場合、任意予防接種についても助成します。
★助成実施期間　平成26年4月1日~平成27年3月31日（手続きは4月3日まで）　
★詳細は市のホームページまたは広報7月号をご覧ください。
 申 保健課健康班（市保健センター）☎（24）5223または各総合支所住民課

石けんで手洗い
　爪や指の間、手首まで石けん
を使ってしっかり洗います。流
水でよく洗い流してください。

バランスの良い食事
　魚・野菜・果物などを積極
的にとるように心がけます。

人ごみを避ける
　流行時には、人混みや繁華街へ
の不要不急な外出は控えましょう。
また、くしゃみや咳が出る場合は
マスクを着用してください。

体を冷やさない
　半身浴や湯たんぽ、腹巻
もおすすめです。

乾燥に注意
　室内湿度は加湿器などを
使用して、50～60％程度
に保ちましょう。

問問申 申
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東
町
の
び
や
か
保
育
園
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
に
じ
」
は
、
保
育
園
に
併
設
さ

れ
て
お
り
、
お
子
さ
ん
と
育
児
に
関
わ
る

皆
さ
ん
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
所
と

し
て
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

衛
生
管
理
と
し
て
利
用
さ
れ
る
方
に

は
、
入
室
前
に
次
亜
塩
素
酸
水
を
手
に
ス

プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
手
指
の
消
毒
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

室
内
で
は
、
掃
除
は
も
と
よ
り
、
遊
具

の
消
毒
、
ド
ア
ノ
ブ
や
取
っ
手
な
ど
の
消

毒
、
窓
を
開
け
て
の
空
気
の
入
れ
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
室
内
の
空
気
が
乾
燥
し
て
く
る
た

め
、
加
湿
器
を
使
用
し
て
湿
度
の
管
理
を

行
い
、施
設
内
の
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
月
に
一
度
、
０
歳
児
か
ら
就
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
身
体

測
定
を
行
う
と
同
時
に
、
看
護
師
に
よ
る

子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
１２
月
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
に
つ
い
て
」
の
講
話
を
行
う
予

定
で
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
」
で
は
、

こ
の
他
に
も
、「
育
児
相
談
会
」
や
「
お

や
つ
作
り
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
の
方
の

利
用
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
に
じ
」

☎（
２１
）１
３
０
３

栄養士の
知って役立つ  健康レシピ

【材料（4人分）】【材料（4人分）】
白菜　4枚、ベーコン　2枚、ブロッコリー　80g、g白菜　4枚、ベーコン　2枚、ブロッコリー　80g、
水　2カップ、牛乳　2カップ、コンソメ　1個、水水　2カップ、牛乳　2カップ、コンソメ　1個、水水 2カップ 牛乳 2カップ コンソメ 1個水 牛乳水　2カップ、牛乳　2カップ、コンソメ　1個、
粉チーズ　大さじ2、塩/こしょう　各適量粉チーズ　大さじ2、塩/こしょう　各適量
【作り方】【作り方】
①白菜はざく切り、ベーコンは1㎝幅に切る①①白菜はざく切り、ベーコンは1㎝幅に切る。①①①①白菜はざく切り、ベーコンは1㎝幅に切る。①白菜はざく切り ベ ンは1 幅①白菜はざく切り、ベーコンは1㎝幅に切る。
　ブロッコリーはかために茹でておく。ブロッコリーはかために茹でておく。
②鍋に水を入れ温め、白菜、ベーコン、ブロッコ②鍋に水を入れ温め、白菜、ベーコン、ブロッコ
　リーを入れてコンソメを加える。リーを入れてコンソメを加える。
③野菜に火が通ったら牛乳を加える。温まったらら③野菜に火が通ったら牛乳を加える 温ま③ 菜に火が通 たら牛乳を加える 温③野菜に火が通ったら牛乳を加える。温まったら
　粉チーズを入れ、塩こしょうで味を整える。粉チーズを入れ、塩こしょうで味を整える。
☆お好みで黒こしょうをかけてもおいしい!☆お好みで黒こしょうをかけてもおいしい!

＊＊白菜とベーコンのミルクスープ＊＊

今月のメニュー

白菜の代わりにカリフラワー、キャベツなども相性が
よくビタミンＣも豊富です。

ポイント

《 かぜを予防する 》
　かぜを予防するには、やはり免疫力アップさせるの
が１番！それにはやはり、毎日の食事から良質な栄養
を摂ることが大切です。免疫機能をアップさせる食品
は「たんぱく質」「ビタミン」「ミネラル」である。
　特に粘膜強化のビタミンA、代謝機能を高めるビタ
ミンB、抗酸化作用のあるビタミンＣは食べるかぜ薬
です。

喜
多
方
市
で
地
域
の
育
児
支
援
を
委
託
し
て
い
るで

の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

問 問


